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Juntos!!中南米対日理解促進プログラム 

オンライン訪日プログラム（テーマ：和食）の記録 

 

1. 概要 

【目的】過去に Juntos!!中南米対日理解促進交流プログラムに参加した中南米各国の同窓生が、ユネ

スコの無形文化遺産に登録された和食を通じて日本に対する理解を深め、伝統的な日本の食文化に

触れることで日本への継続的な関心を育むことを主目的に実施しました。 

 

【参加者】Juntos!!中南米対日理解促進交流プログラムの同窓生 (2015年度～2021年度の参加者) 

（アルゼンチン、エルサルバドル、グアテマラ、ジャマイカ、トリニダード・トバゴ、パラグアイ、

バルバドス、ホンジュラス、メキシコの大学生・大学院生、社会人を含む）計 13名  

 

【日程】 

日にち 

訪問地 
内容 

参加者の質問・反応 

（参加人数） 

1日目 

2022年 

11月 16日 

【オリエンテーション】【ワークショッ

プ】 

① 挨拶 

② Juntos!!プログラムの概要説明 

③ グループ別プログラム（3グループ

に分かれて自己紹介と担当決め） 

自国の日本食レストランの話から得た和

食の知識を基に、日本の食に関心を向け、

いずれは訪日したい思いを語っていまし

た。（12名） 

2日目 

2022年 

11月 17日 

東京都 

【講義・質疑応答・意見交換】 

① 講義 

「発酵食品、酒、和菓子」 

講師：農林水産省 大臣官房 新事業・

食品産業部 外食・食文化課 食文化

室 食文化室長 永濵 亨 氏 

② 質疑応答 

③ 記念撮影 

④ 講義を受けて意見交換会 

多くの日本人でも知らない知識から、専門

的な和食に関する講義をしていただきま

した。参加者は、新たな知識を積極的に学

んでいました。講義の後、講師から、「参加

者の国々では餡子や海苔のような黒色の

食べ物に苦手意識はあるか」「日本でよく

見られるような、食べ物に関する番組が中

南米各国でも見られるのか」と問いかけ、

参加者は自国の食文化と比較しながら回

答していました。（9名） 

3日目 

2022年 

11月 25日 

大阪府 

【視察・意見交換・質疑応答】 

① 視察 

「納豆工房バーチャルツアー」 

らくだ坂納豆工房 店主 伊戸川 

浩一 氏 

② 質疑応答 

日本独自の発酵食品の一つである納豆の

生産者による工房からの中継を行いまし

た。参加者は興味を持って学んでいまし

た。納豆づくりは想像していた以上にシン

プルな行程であること、特徴的な匂いを持

つ納豆の初心者向けの食べ方、納豆に適し
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③ 記念撮影 

④ 視察を受けて意見交換会 

た大豆の選び方、納豆の他の食材との合わ

せ方、納豆の保存方法など納豆についてさ

まざまなことを学びました。。訪日時に納

豆工房を訪れたいと申し出る参加者もい

ました。（10名） 

4日目 

2022年 

11月 26日 

【ワークショップ】【報告会】 

① ワークショップ 

テーマ 

・プログラム参加前のテーマに関連

する知識や活動 

・プログラム中の学びや発見 

・世界に広めたい和食とは 

② 報告会（3グループに分かれて発表） 

③ 講評 

④ 記念撮影 

各グループが、役割分担の上、各自が収集

した情報を基に、報告会での発表資料を作

成しました。報告会の発表は、情報や資料

を論理的に組み立て、和食文化を深く調べ

て分析した興味深い内容でした。参加者の

和食への関心が高いと様子が窺えました。

（9名） 

 

 

２．記録写真  

 

 

2022年 11月 16日【オリエンテーション】 2022年 11月 17日【講義】 

  

2022年 11月 17日【記念撮影】 2022年 11月 25日【視察】 
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2022年 11月 25日【質疑応答】 2022年 11月 26日【報告会】 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ トリニダード・トバゴ 大学院生 

プログラムを楽しみ、和食の歴史、文化について多くの知識を得ることができました。 

◆ バルバドス 大学院生 

素晴らしいプログラムでした。興味深いテーマで、誰もが参加しやすいと思います。 

◆ トリニダード・トバゴ その他 

このプログラムは日本文化、習慣、独自性について本当に啓発的で、驚くべきものであり、また

有益でした。今回 5 つ星をつけなかった理由としては、実際に日本で実施されていればさらに

効果的なプログラムだったと思うからです。もし、実際に体験できるプログだったら、よりいっ

そう良い経験になるでしょう。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 講師 

少々情報を盛り込みすぎたという反省はありますが、和食に関する知識を海外の方に直接お渡

しできたという点では非常によい機会でした。当日の流れは非常にスムーズでした。 

◆ 受入団体 

関係者のご尽力で、初めての経験ながら楽しくお話しさせていただくことができました。また、

機会があれば何らかの形でお手伝いできたらと思います。 
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５．参加者の対外発信 

 

 

2022年 11月 16日（Facebook） 

食べ物は私たちが生活する上で不可欠な部分で

あり、食べられることは当然のだと考えるべき

ではないと思いました。 

4日間、私たちは日本料理、すなわち和食につい

て、知っていたものは再紹介という形で紹介さ

れました。 

お好み焼きについて聞いたことがあるか?と先

日紹介して頂きましたが、そのことについて改

めて話し合いました。菜食主義者は日本のどこ

で食事をとればよいかと思っている人にはお寺

をお勧めします。 

日本に行った時は、和菓子と納豆を食べてみた

いと思いました。近いうちに是非とも実現させ

たいと思います。 

2022年 11月 26日（Instagram） 

Juntos 同窓生の一員として、日本料理をバーチ

ャルで体験する機会を得ることができました。

また、様々な種類の日本料理の歴史とその作り

方について、とても貴重な情報を得ることがで

き、素晴らしい経験でした。 
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６．報告会会での参加者の発表内容（抜粋） 

グループ 1 

 

・タイ焼き、すし、お好み焼き、お餅などは以前来日した時に食べて美味しい記憶として残ってい

ます。 

・今回学んだ納豆の作り方はとても興味深かったです。また、日本酒の成り立ちや文化は新たな

学びでした。 

・今後、和食、飲み物、デザートについてもっと家族や友人、知人に広めていきたいと思います。 

グループ 2 

 

 

・以前訪日した際にタコ焼き、すし、そば、天ぷら、ラーメン、豆腐、お餅、ロールキャベツ、お

好み焼きを食べて美味しかったです。 

・今回の納豆は新たな気づきでした。作り方はとても興味深く、日本人にとっては大切な食文化

なのだと思いました。 

・今後はタイ焼き、お好み焼き、うどん、味噌汁などを広く紹介していきたいと思います。 

グループ 3 

 



 

6 
 

・すき焼き、ラーメン、焼き牡蠣、カツ丼などは来日時に食したり、または漫画などで知っていた

りしています。 

・納豆はその匂い見た目など、海外の人にとってはとても珍しいものですが、日本酒は自国の酒

の作り方と似た工程もありました。 

・日本にはお鍋などの文化がありますが、我が国にはマテ茶があり、日本のように一つの鍋から

皆で分け合うという、似た文化があるのでそのような事を周りに広めていきたいと思います。 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


